
 

 

 

愛媛県住生活基本計画   

基本目標Ⅰ 住宅のセーフティネットの充実 

すべての県民が健康で文化的な生活を実現するために、低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、

子育て世帯、その他住宅の確保に特に配慮を要する者（以下「住宅確保要配慮者」という）が、それ

ぞれの特性に応じて適切な住宅を確保できるよう、公営住宅等公的賃貸住宅の的確な供給と併せて、

民間賃貸住宅への円滑な入居の支援を推進するとともに、安心して暮らすために必要となる居住支援

活動を推進し、これらが相まった重層的かつ柔軟な住宅セーフティネットの構築を目指します。 

また、DV 被害者や一時的な住宅困窮者など、多様な住宅確保要配慮者が想定されるため、柔軟な

対応による居住の安定を確保する施策展開が必要です。 

そのため、公営住宅ストックの適切な改善・更新を図るとともに、公的賃貸住宅における空き家や

民間賃貸住宅の活用など、住宅セーフティネットの受け皿となる住宅ストックの確保を促進します。

それとともに、これらの住宅ストックに対して住宅確保要配慮者の方々が円滑に入居し安定的な暮ら

しを送ることができるよう、居住支援活動の推進や居住支援協議会の設立などを促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住宅確保要配慮者が円滑に適切な住宅に入居し、安定的な暮らしを 

送ることのできる状況を目指す 

低額所得者 被災者 高齢者 障がい者 子育て世帯 ＤＶ被害者や一時的な住宅困窮者 

住宅 

セーフティネット

の強化・構築 

公営・公的 

賃貸住宅 

民間 

賃貸住宅 

居住支援活動・

サービス 

52



  

 
 

  
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

53



 

 
  

 

 

 
 

 
    

        
             

    
       
             

  

 
        
           

    

  

 

 

 

 

 

54


